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 14C 年代測定は、最近数万年程度の地質時代の年代測定で最も信頼の高い手法である．今回の施設

共用で，沖縄鳥島，口永良部，開聞，白山，立山，御岳の各火山から噴出したテフラの 14C 年代

測定を行い，高分解能火山活動史の構築を試みた． 
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１．目的 

 精度良い年代軸が入った火山活動史の構築は，火山の成長やマグマ生成・進化の理解を助けるだ

けでなく火山活動の将来予測にも重要な基礎資料となり，防災上にも重要である．さらに，火山活

動によって生産されたテフラは，地形発達史や環境変遷史を構築するうえで重要な指標テフラとな

る．今回の施設共用では，口永良部，沖縄鳥島，開聞岳，白山，立山，御岳の各火山から噴出

したテフラの噴出年代を決定するために 14C 年代測定を行ない，高分解能の火山活動史を構築する

ことを目的とした． 
 

２．方法 

 この研究では，現地調査と試料採取を行い，福岡大学理学部に設置されている真空ライン

などを用いて試料調製を行ってグラファイトを作製した．このグラファイトを東濃地科学セ

ンターに設置されているペレトロン年代測定装置を用いた 14C 年代測定を行った．なお，14C 濃

度の標準体として NIST シュウ酸，バックグラウンドの評価として IAEA C1 からそれぞれ作製したグ

ラファイトを用いた．あわせて，IAEA C3 も測定し，測定データの妥当性を検証した． 

 

３．研究成果 

 沖縄鳥島火山，口永良部火山，開聞岳火山，白山火山，御岳火山，立山火山から噴出した

テフラの年代を決定する試料の 14C 年代を得た．沖縄鳥島と口永良部火山では，姶良 Tn テフ

ラ（AT：町田・新井，1976，2003）より下位の噴火年代が明らかになった．開聞岳について

は，南西斜面を構成する火砕流堆積物などの噴出年代が明らかになり，霧島火山では，最近

の歴史噴火の堆積物の対比が確認できた．鬼岳火山の最新の噴火が約 20,000 BP であること

が確認できた．大山については，数千年というごく最近に水蒸気噴火を起こしていた可能性

が判明した．白山については韓国，鬱陵島からのテフラの年代が約 8000 BP であることが明

らかになった．御岳（及川ほか，2007）と立山（小林，1983）については，重点的に測定し

ており，現在，検討中であるが，完新世の詳細な噴火史が明らかにできる．焼岳と十和田に

ついては，1 点ずつであり，今後，系統的な測定が必要である．これらの成果は，今後，学会・

論文発表する予定である． 

 

４．結論・考察 

 既に述べたように，今回の共用で得られた年代値は，テフラ層序とも矛盾しておらず，地質学的

にも概ね妥当なものと判断される．これらの年代値によって，噴火年代がより明確になった．特に

御岳と立山火山のテフラの層序・年代は，測定点数も多く，今回の共用で大きく進展した．ただし，

現在のところ，詳しい検討が進んでおらず，このままでは公表できない．現在，検討を進めて，公

表の準備中である． 
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